
令和 4 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

１．施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

２．利用状況

３．業務の履行確認

施設名 和楽園 所管課 高齢福祉課

指定管理委託料（年額） 　１１，８２２，０００円　／年（令和４年度）　※内訳：１１，６７８，０００円＋１４４，０００円（臨時的措置による増額分）

所在地 岐阜市金竜町５丁目１０番地３

指定管理者名 社会福祉法人　岐阜市社会福祉事業団

施設管理

①夜間警備業務
②清掃業務
③防災機器保守点検

①夜間警備業務(警備機器による警備)
②清掃業務(年３回、５/２、９/１、
                         １/６ 実施)
③防災機器保守点検(年２回、９/１、
　　　　　　　　　　　 ２/２５ 実施)

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日

選定方法 公募

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造２階建て　◇敷地面積：８２８．９６㎡　◇延べ床面積：６００．７２㎡
◇開館：昭和４６年４月　◇施設内容：大集会室（舞台付畳敷き）、談話ホール、相談室、和室、図書
室、食堂、茶室、機械室、事務室等

R03上半期

各室利用
人数（人）

R03下半期

1,925

施設の設置目的
高齢者に対して各種の相談に応ずるとともに、高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーショ
ンのための便宜の供与を目的として、和楽園を設置する。

料金制 使用料

R02下半期R04上半期

1,489利用者数（単位：人） 1,7692,815

R04下半期

2,397

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応

①岐阜市老人福祉センター条例施行規則第２
　条のとおり履行
②所長・常勤1人・非常勤2人・看護師(1日/
　月)を配置
③広報ぎふ及び施設内掲示板を利用
④ご意見箱の設置。苦情については、「岐阜
　市社会福祉事業団苦情解決に関する事業実
　施要綱」により、施設長を苦情解決責任者
　として第三者委員と協力して解決にあたる
　仕組みをとっている。

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

・新型コロナウィルス対策用飛沫防止シート
　作成・設置

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①岐阜市社会福祉事業団個人情報保護規程の
　遵守
②緊急時対応マニュアルに沿って対応する仕
　組みをとっている。
③消防訓練の実施(年２回、８/２６、
　　　　　　　　　　　　２/２１実施)
　講座申込書に「利用者家族への緊急連絡
　先」を記入を依頼。

自主事業・
提案事業

－ －



４．利用者評価

５．指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会

A A A

A A A

A

利用者アンケートの
実施状況

評　価　項　目 具体的な業務要求水準

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

＜講座の内容等に対する意見と対応＞
●　講座の内容等に関する要望等については、講師に内容を説明し伝えている。

＜施設・設備に対する主な意見と対応＞
●　駐車場の拡充に対する要望は、施設の立地状況等からこれ以上の拡充は難しいことを説
　明している。利用者には自転車や公共交通機関の利用を促すとともに、主管課に対しては
　こうした要望等を伝えている。
●　トイレ等暗さについては、電球の交換のほか、灯具の塗装等を行い明るさを確保してい
　る。

評　　価

・１月下旬から２月中旬に１４講座の受講者、サークル及びオープン利用者に対して受付時
　にアンケートを配布し、回収箱を設置して回収した。
　　　配布数　255枚　　回収数　238枚　回収率　93.3％
・アンケートの質問項目は、職員の対応、施設や設備、講座の内容、全体的な満足度を項目
　とした。

区 分 選定基準

利用者アンケートの
実施結果

公平性
透明性

住民の平等利
用 が 確 保 さ れ
ること

平等利用を確保するための体制、モ
ニタリングなど

・「広報ぎふ」の他、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、施設内の掲示板を活用。
・講座受講生は定員を超えた場合、第三者立会いのもと
で抽選し、抽選にもれた方にはサークルを紹介する。
・「御意見箱」を設置し、利用者の声を把握。

情報公開、広報の方策
・指定管理者が定めた「情報公開規程」に基づき対応。
・「広報ぎふ」、ホームページ等多様な手段で情報提供。

区分評価

○回収総数　　　　　238枚　（男　45人　女　193人）
　性別及び年齢 男 60～64歳： 3人　65～69歳： 2人　70～74歳： 8人　75歳以上：32人
　　　　　　　 女 60～64歳：11人  65～69歳：24人　70～74歳：59人　75歳以上：99人
　「職員の対応」　　満足 88.2%　　やや満足 11.8%　　やや不満 0.0%　　不満 0.0%
　「施設の管理」　　満足 67.2%　　やや満足 30.3%　　やや不満 2.5%　　不満 0.0%
　「講座の内容」　　満足 79.2%　　やや満足 19.1%　　やや不満 1.7%　　不満 0.0%
　「全体満足度」　　満足 79.4%　　やや満足 20.6%　　やや不満 0.0%　　不満 0.0%
（主な意見）
＜職員対応＞
　　　・優しく親切で明るく感じがよい。
　　　・丁寧で対応が行き届いている。
　　　・電話対応が良い。
　　　・対応が早い。

＜施設・設備＞
　　　・古い施設だが、トイレなど掃除が行き届いている。
　
＜講座の満足度＞
　　　・初心者にも丁寧に教えていただける。
　　　・早く月２回のペースに戻るとよい。
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安定性
安全性

事業計画書に
沿 っ た 管 理 を
安定して行う物
的 能 力 、 人 的
能力を有してい
ること

組織及びスタッフ（採用予定者も含
む）の経歴、保有する資格、ノウハ
ウ、専門知識等

・過去に高齢者福祉等の仕事に携わった経験のある人
材を配置。

貢献性

事業計画書の
内 容 が 、 岐 阜
市 あ る い は 施
設がある 特定
の 地 域 （ 以 下
「 地 元 」 と い
う。）の振興、活
性 化 な ど に 貢
献できるもので
あること

地元の法人その他の団体の育成（一
部業務の再委託先）

・地元の法人その他の団体に業務の一部を委託。

地元での社会活動等への参加
・施設周辺の日常清掃の実施など地域環境美化に取り
組む。

地元団体との連携、地元住民等との
交流（世代間交流など）

・地元自治会、地域包括支援センター、市民健康セン
ター・ふれあい保健センター等との連携を図る。
・地元住民との交流を図り、地域福祉の向上に努める。

スタッフ（採用予定者も含む）の人材
育成の方策

・研修等により人材の育成を図る。

リスクへの対応方策（防止策、非常時
の対応マニュアルなど）

・指定管理者が作成した「危機管理マニュアル」、「地震
防災マニュアル」等に基づき対応。

区分評価

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

効率性

事業計画書の
内 容 が 、 管 理
経費の縮減が
図られるもので
あること

収支計画の妥当性 ・収支計画に沿った運営。

区分評価

効果性

事業計画書の
内 容 が 、 対 象
施設の効用（設
置目的）を最大
限 発 揮 す る も
のであること

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及び対応方策など

・「御意見箱」を常設するとともに、日々の業務を通じた
ニーズ把握。
・指定管理者が定めた「苦情解決に関する事業実施要
綱」に基づき対応。

利用者に対するサービス向上の方策
（窓口応対、プロモーション、設備の
整備など）

・研修会等により、接遇技術の向上を図る。
・施設の点検など、快適な環境に努める。

スタッフ配置の妥当性（無理はない
か）

・サービスを低下させないように、効率的に職員を配置。

区分評価

利用促進、利用者増の方策
・「広報ぎふ」、ホームページ、施設内の掲示板等、多様
な手段で広報。
・講座・サークル活動の充実を図る。

施設の効用（設置目的）を最大限発
揮できるスタッフの配置

・経験のある職員を配置し、スタッフの機動的な対応を図
る。

サービスの質を確保するための体
制、モニタリングなど

・定期的に利用者アンケート調査を実施。

経営基盤の安定性
・民事再生法や破産法に基づく再生／破産手続き開始
の申立てをしていない。
・市税等の滞納がない。

管理経費縮減の具体的方策

・運営管理している他施設との一括発注及び指定管理期
間を超えない複数年契約による経費削減。
・利用者サービスを低下させない範囲内での節水・節電
等による光熱水費等の縮減。



６．指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

７．所管課の意見

８．指定管理者評価委員会の意見

　新型コロナウイルス感染症対策マニュアルを作成し、それに基づき対策を行いながら講座等を運営している。
　短期講座の広報ぎふへの掲載だけでなく、館内や公民館においてチラシ配布を行うなど、幅広く広報活動をすることで、利用
者確保に努められた。
　利用者が、快適に施設を利用できるようトイレ内のペンキ塗りや草むしりなどの修繕や整備を行ったり、より快適に講座を受
講できるように、プロジェクターを導入したり、利用者のニーズを考えた事業運営に尽力された。
　下半期に実施した終活に関する短期講座について、介護をテーマにした内容に加えて、相続税や財産管理をテーマにした内
容を令和５年度の上半期に向けて計画しており、さらなる利用者確保を積極的に行っている。
　引き続き、利用者ニーズを把握した講座を企画し、利用者確保に努められたい。

　所管課の意見のとおり、適切に管理運営されている。
　新型コロナウイルス感染症の影響も落ち着き、５類感染症となったが、感染症対策を講じながら、利用者増に努めてもらいた
い。

今期の取組み
に対する評価

【努力した点】
・講座やサークル終了後には、使用した机や椅子の除菌を行っている。その際、併せて設備
　や備品の不具合の確認も行っている。建物周辺についても不具合の点検を行っている。
・施設にある日本庭園や八重桜については、草取りや清掃等を行い利用者及び近隣住民から
　好評を得ている。
・講師の作品を掲示すると共に、受講者の励みとなるよう受講者の作品掲示を行っている。
・短期講座の募集に当たっては、広報ぎふへの掲載のほか来館者からも受講を促すために
　チラシを館内に掲示・配布した。

【反省点】
・アンケートでは駐車場の拡充についての要望が寄せられているが、利用者へ丁寧な説明を
　行い理解を得るように努めている。

【自己評価】
・アンケートの結果からも100％の方から概ね満足との評価を得ている。この結果を励みと
　して今後ともより良いサービスに努める。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

【取組み状況（検討結果、取組中・取組済みのもの等】
・アンケートの意見にもあるように、「親切である」や「気遣いがされている」など職員に
　対して高い評価をいただいている。日頃より利用者とのコミュニケーションを積極的に図
　るように努めており、そうした取り組みが評価につながっているものと思われる。引き続
　き利用者と十分な意思疎通が図れるように努めていく。
・新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、1回あたりの講座参加人数を制限しソーシャ
　ルディスタンスを確保するとともに、感染予防のため、マスクの着用、体温の確認、手指
　消毒等の取り組みを進めている。

今後の取組み

・昨年までの初心者向けの内容に加えて、スマホ決済に関する内容を加えてスマホ講座を実
　施(5月31日、7月29日、8月30日、9月30日、1月31日)した。受講者からは好評を得ている
　ことから引き続き実施していく。
・毎年好評であるちぎり絵講座(11月29日、来年の干支）を開催する。
・「終活」に関する講座として、介護保険制度についての教養講座を開催した。
　定員いっぱいの申し込みがあり関心の高さがうかがえるとともに、受講後の感想について
　も制度に対する理解が深まったなど好評を得ている。
　次年度以降も内容や回数等ついて充実する方向で進めていく。


